
      社会貢献活動（地域ボランティア活動）の実施報告
                                              

（一社）前橋林業土木協会

  活動内容 【栃木】奥日光国有林（西ノ湖付近）で古いシカ防護柵を撤去

                                                  
１ 実施年月日 ：  令和５年１１月２８日（火）
２ 実施場所  ：  栃木県日光市日光 字奥日光山国有林1031い林小班内
           日光森林管理署管内
３ 参加会員数 ：  栃木支部 会員企業８社及び事務局 １８名

日光森林管理署           ９名  計２７名
４ 活動内容

日光森林管理署は日光市内に位置し、６市町（日光市、宇都宮市、足利市、佐
野市、鹿沼市、益子町）の国有林約８万５千haを管理しています。

活動を行った奥日光国有林内の周辺には、中禅寺湖や戦場ヶ原、西ノ湖などが
あり、春から秋まで多くの観光客が訪れる観光地となっていますが、当該地域で
は1990年代よりシカが増加し、森林植生に大きな影響を与えています。

作業は、新しいシカ防護柵が設置された内側の古い防護柵延長約500ｍの撤去
で、この作業をボランティア活動で行うことになりました。

当日は、德川浩一日光森林管理署長から、シカの食害から森林を守るための防
護柵による管理の必要性及び本奉仕活動への感謝の御挨拶と、櫻井森林情報管理
官より作業指導を受けた後、４班に分かれてネットをハサミやカッターで切断、
支柱とアンカーをバールやハンマー等を使って撤去して集めた資材を、西ノ湖吊
り橋付近の集積場所に一輪車などで運搬し、そこからトラックに積込み日光森林
管理署まで運搬しました。

支柱やアンカー撤去は想像より重労働ではありましたが、予定時間内に無事作
業を終了することができました。

当支部では、今後もこのような地域に根差した有益な活動を続けたいと考えて
います。
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（現地作業後／西ノ湖吊り橋付近）              



開会（玉木支部長の挨拶）    德川日光森林管理署長の御挨拶
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